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(57)【要約】
【課題】熱処理装置において、横型炉におけるドアの開
閉機構の耐久性をより高くする。
【解決手段】熱処理装置１は、横向きに配置された開口
部７ａおよびドア２を有する横型炉３と、ドア２を開閉
動作させるための開閉機構６と、を有している。開閉機
構６は、直線運動するように構成された出力部３９を有
し水平に配置された直動アクチュエータ３４と、リンク
機構３５と、を有している。リンク機構３５は、出力部
３９の直線運動を鉛直方向に延びる所定の第１軸線Ｓ１
回りの揺動運動に変換しこの揺動運動をドア２に伝達す
る。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横向きに配置された開口部および前記開口部を開閉するためのドアを有する横型炉と、
　前記ドアを開閉動作させるための開閉機構と、を備え、
　前記開閉機構は、直線運動するように構成された出力部を有し水平に配置された直動ア
クチュエータと、前記出力部の直線運動を鉛直方向に延びる所定の第１軸線回りの揺動運
動に変換しこの揺動運動を前記ドアに伝達するリンク機構と、を含んでいることを特徴と
する、熱処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の熱処理装置であって、
　前記リンク機構は、前記ドアと前記第１軸線回りに一体的に揺動可能なリンク部材を有
し、
　前記リンク部材は、所定の第２軸線回りを前記出力部と相対回転可能に前記出力部に連
結され、
　前記直動アクチュエータは、前記第２軸線と平行な所定の第３軸線回りに揺動可能に構
成されていることを特徴とする、熱処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の熱処理装置であって、
　前記リンク機構および前記直動アクチュエータを一括して支持する支持部材をさらに備
えていることを特徴とする、熱処理装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の熱処理装置であって、
　前記開口部の周囲を取り囲むとともに、前記開口部の周囲に気流を発生させるためのス
カベンジャー部をさらに備え、
　前記支持部材は、前記スカベンジャー部に設けられていることを特徴とする、熱処理装
置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の熱処理装置であって、
　前記リンク機構は、前記ドアと前記第１軸線回りに一体的に揺動可能なリンク部材を有
し、
　前記リンク部材は、所定の第２軸線回りを前記出力部と相対回転可能に前記出力部に連
結され、
　前記直動アクチュエータは、前記第２軸線と平行な所定の第３軸線回りに揺動可能に構
成され、
　前記第１軸線回りに揺動可能に前記リンク部材を支持し前記支持部材に保持される第１
ステー部、および、前記第３軸線回りに揺動可能に前記直動アクチュエータを支持し前記
支持部材に保持される第２ステー部、をさらに備えていることを特徴とする、熱処理装置
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、加熱された雰囲気下で被処理物を処理するための、熱処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　基板などの材料に熱処理を行うための、熱処理装置が知られている（たとえば、特許文
献１参照）。熱処理装置の一例として、特許文献１に記載のＣＶＤ装置は、石英製の反応
管を有している。反応管は、材料としてのウェハを収容するように構成されている。また
、反応管内には、ソースが供給される。反応管内では、熱反応によって、ソースガスが活
性化される。これにより、ウェハの表面に、所望の被膜が形成される。
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【０００３】
　上記の熱処理装置は、横型炉であり、反応管が横向きに寝かされた姿勢で配置される。
このため、反応管の開口部は水平方向を向いている。よって、反応管に対するウェハの出
し入れは、ウェハを水平に移動させることで行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公平５－５６６４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ウェハへの熱処理時、上記の反応管の開口部は、ドアによって閉じられる。ドアは、開
閉機構を用いて開閉される。開閉機構は、たとえば、電動モータなどの動力源と、動力源
の出力をドアに伝達する伝達機構と、を有している。
【０００６】
　開閉機構は、反応管の近くに配置されるので、反応管からの熱を受けて高温となり易い
。このような開閉機構において、より耐久性を高くすることが要請されている。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みることにより、熱処理装置において、横型炉におけるドアの
開閉機構の耐久性をより高くすることを、目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（１）上記課題を解決するために、この発明のある局面に係わる熱処理装置は、横向き
に配置された開口部および前記開口部を開閉するためのドアを有する横型炉と、前記ドア
を開閉動作させるための開閉機構と、を備え、前記開閉機構は、直線運動するように構成
された出力部を有し水平に配置された直動アクチュエータと、前記出力部の直線運動を鉛
直方向に延びる所定の第１軸線回りの揺動運動に変換しこの揺動運動を前記ドアに伝達す
るリンク機構と、を含んでいる。
【０００９】
　この構成によると、リンク機構が設けられていることにより、直動アクチュエータを、
ドアの位置からより離隔した位置に配置できる。これにより、直動アクチュエータに横型
炉からの高熱が届くことを抑制できる。よって、直動アクチュエータへ負荷の低減を通じ
て開閉機構の耐久性をより高くできる。また、機械的な構造であるリンク機構であれば、
高熱に起因するリンク機構の動作不良をより確実に抑制できる。以上の次第で、熱処理装
置において、横型炉におけるドアの開閉機構の耐久性をより高くできる。
【００１０】
　（２）好ましくは、前記リンク機構は、前記ドアと前記第１軸線回りに一体的に揺動可
能なリンク部材を有し、前記リンク部材は、所定の第２軸線回りを前記出力部と相対回転
可能に前記出力部に連結され、前記直動アクチュエータは、前記第２軸線と平行な所定の
第３軸線回りに揺動可能に構成されている。
【００１１】
　この構成によると、直動アクチュエータの出力部の動作に伴って、リンク部材およびド
アが第１軸線回りを揺動する。これにより、ドアが開閉動作される。この際、直動アクチ
ュエータ自体も第３軸線回りを揺動することで、出力部のスムーズな直線運動を実現でき
る。
【００１２】
　（３）好ましくは、前記熱処理装置は、前記リンク機構および前記直動アクチュエータ
を一括して支持する支持部材をさらに備えている。
【００１３】
　この構成によると、リンク機構、直動アクチュエータ、および、支持部材をユニットと
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して形成することができる。これにより、熱処理装置の組立時などにおいて、リンク機構
および直動アクチュエータを別々に取り扱う場合と比べて、リンク機構および直動アクチ
ュエータの取り扱いを、より容易に行うことができる。
【００１４】
　（４）より好ましくは、前記熱処理装置は、前記開口部の周囲を取り囲むとともに、前
記開口部の周囲に気流を発生させるためのスカベンジャー部をさらに備え、前記支持部材
は、前記スカベンジャー部に設けられている。
【００１５】
　この構成によると、開口部の周囲に配置されるスカベンジャー部を、リンク機構および
直動アクチュエータを支持するための部材としても用いることができる。したがって、リ
ンク機構および直動アクチュエータを支持するための専用の部材を設ける必要がなく、熱
処理装置の構成を、より簡素にできる。
【００１６】
　（５）好ましくは、前記リンク機構は、前記ドアと前記第１軸線回りに一体的に揺動可
能なリンク部材を有し、前記リンク部材は、所定の第２軸線回りを前記出力部と相対回転
可能に前記出力部に連結され、前記直動アクチュエータは、前記第２軸線と平行な所定の
第３軸線回りに揺動可能に構成され、前記熱処理装置は、前記第１軸線回りに揺動可能に
前記リンク部材を支持し前記支持部材に保持される第１ステー部、および、前記第３軸線
回りに揺動可能に前記直動アクチュエータを支持し前記支持部材に保持される第２ステー
部、をさらに備えている。
【００１７】
　この構成によると、支持部材から延びる第１ステー部、および、支持部材から延びる第
２ステー部によって、リンク機構および直動アクチュエータを堅固に支持することができ
る。また、支持部材にリンク部材および直動アクチュエータを直接取り付ける場合と比べ
て、リンク部材および直動アクチュエータのレイアウトの自由度をより高くできる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によると、熱処理装置において、横型炉におけるドアの開閉機構の耐久性をより
高くできる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態に係る熱処理装置の模式的な平面図であり、一部を破断した状
態を示している。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線に沿って熱処理装置を正面視した状態を示す図であり、一部
を破断した状態を示している。
【図３】熱処理装置について一部の部品の図示を省略した側面図であり、一部を破断した
状態を示している。
【図４】図１の一部を拡大した図である。
【図５】図２の一部を拡大した図である。
【図６】図３の一部を拡大した図である。
【図７】熱処理装置における動作の一例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を参照しつつ説明する。尚、本発明は
、被処理物を熱処理するための熱処理装置として広く適用することができる。
【００２１】
［熱処理装置の概略構成］
　図１は、本発明の実施形態に係る熱処理装置１の模式的な平面図であり、一部を破断し
た状態を示している。図２は、図１のＩＩ－ＩＩ線に沿って熱処理装置１を正面視した状
態を示す図であり、一部を破断した状態を示している。図３は、熱処理装置１について一
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部の部品の図示を省略した側面図であり、一部を破断した状態を示している。図４は、図
１の一部を拡大した図である。図５は、図２の一部を拡大した図である。図６は、図３の
一部を拡大した図である。なお、以下では、熱処理装置１を図２に示す正面から見た状態
を基準として、上下、左右、および、前後をいう。
【００２２】
　図１～図３を参照して、熱処理装置１は、被処理物１００の表面に熱処理を施すことが
可能に構成されている。この熱処理として、ＣＶＤ（Chemical Vapor Deposition）処理
、拡散処理、アニール処理、半導体デバイスの製造処理、太陽電池の製造処理などを例示
することができる。本実施形態では、被処理物１００は、半導体ウェハである。熱処理装
置１は、被処理物１００を、反応性ガスの雰囲気下で熱処理することにより、被処理物１
００の表面に薄膜を形成する。また、熱処理装置１は、横型熱処理装置である。被処理物
１００は、熱処理装置１に対して出し入れされる際に、水平方向に移動される。熱処理装
置１は、半導体製造工場などの工場の建物内に設置される。
【００２３】
　熱処理装置１は、ドア２を含む横型炉３と、横型炉３内の雰囲気を加熱するためのヒー
タ４と、横型炉３の前部９を収容するための収容室５と、ドア２を開閉するための開閉機
構６と、を有している。
【００２４】
　横型炉３は、被処理物１００を収納するために設けられている。また、横型炉３は、当
該横型炉３内に収納された被処理物１００を、加熱された雰囲気下で熱処理するために設
けられている。横型炉３は、中空に形成されている。横型炉３は、水平方向（前後方向）
に細長く延びており、当該横型炉３の長手方向における一端部が、横向き（前方）に開放
されている。
【００２５】
　横型炉３は、ドア２と、横型炉本体７と、を有している。
【００２６】
　横型炉本体７は、たとえば、石英（ＳｉＯ２）などを用いて円筒状（中空状）に形成さ
れており、本実施形態では、前後に細長く延びている。横型炉本体７の後端部は、閉じら
れている。横型炉本体７の前端部には、横向きに配置された開口部７ａが形成されている
。開口部７ａは、前方に向けて開放されたフランジ状に形成されている。すなわち、開口
部７ａは、横型炉本体７における長手方向中間部に対して、横型炉本体７の径方向外方に
張り出した形状を有している。
【００２７】
　開口部７ａは、被処理物１００を通過させることが可能な大きさに形成されている。被
処理物１００は、開口部７ａを通して、横型炉本体７に出し入れされる。被処理物１００
は、たとえば、支持台１２に乗せられた状態で、横型炉本体７の外側から、開口部７ａを
通して、横型炉本体７内に挿入される。この開口部７ａは、ドア２によって開閉される。
【００２８】
　ドア２は、開口部７ａを開閉するために設けられている。ドア２は、たとえば、石英（
ＳｉＯ２）を用いて形成されている。ドア２は、横型炉本体７内で被処理物１００の熱処
理が行われている間、所定の閉位置Ｐ３に配置されることで横型炉本体７の開口部７ａを
閉じる。これにより、ドア２は、横型炉本体７内の熱エネルギーおよび熱処理用ガスの流
出を防止する。そして、ドア２は、横型炉本体７に対する被処理物１００の出し入れの際
、所定の開位置Ｐ２に配置されることで横型炉本体７の開口部７ａを開く。これにより、
ドア２は、横型炉本体７に対する被処理物１００の出し入れ作業の邪魔にならないように
配置される。
【００２９】
　ドア２は、略円板状に形成されており、所定の厚みを有している。ドア２の外周部は、
ドア２が閉位置Ｐ１にあるときに開口部７ａの端面に接触するように構成されている。上
記の構成を有する横型炉３の前部９（横型炉本体７の前部およびドア２）は、収容室５に
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収容されている。
【００３０】
　収容室５は、横型炉３の前部９を収容する空間を形成するために設けられている。また
、収容室５は、横型炉３の前部９の周囲に冷却用ガスの気流Ｆ１を発生させるために設け
られている。この気流Ｆ１が生じることにより、収容室５の前部９は、気流Ｆ１によって
冷却される、その結果、前部９の過熱が抑制される。また、横型炉３の内部から放出され
るガスが気流Ｆ１によって排出される。
【００３１】
　収容室５は、本実施形態では、略直方体状に形成されている。本実施形態では、収容室
５は、平面視において横型炉３の前部を取り囲むように配置された４つの支柱１０に金属
パネルなどの壁形成部材が設置された構成を有している。
【００３２】
　収容室５は、外郭部１１と、外郭部１１内において気流Ｆ１の通路を形成するためのス
カベンジャー部１２と、を有している。
【００３３】
　外郭部１１は、収容室５の外郭部を形成する部分として設けられている。外郭部１１内
に、横型炉３の前部９、および、開閉機構６が収容されている。
【００３４】
　外郭部１１は、支柱１０と、底壁１３と、天壁１４と、左右一対の側壁としての左側壁
１５および右側壁１６と、後壁１７と、前壁１８と、を有している。
【００３５】
　底壁１３、天壁１４、左側壁１５、右側壁１６、後壁１７、および、前壁１８は、金属
板などのパネル状部材を用いて形成されている。底壁１３は、外郭部１１の四隅に配置さ
れた４つの支柱１０の下部に固定されており、横型炉３の前部９を下側から覆っている。
一方、天壁１４は、４つの支柱１０の上部に固定されており、横型炉３の前部９を上側か
ら覆っている。また、左側壁１５は、４つの支柱１０のうち左側の２つの支柱１０に固定
されており、横型炉３の前部９を左側から覆っている。
【００３６】
　右側壁１６は、４つの支柱１０のうち右側の２つの支柱１０に固定されており、横型炉
３の前部９を右側から覆っている。後壁１７は、４つの支柱１０のうち後側の２つの支柱
１０に固定されており、横型炉３の前部９を後側から覆っている。後壁１７には、横型炉
本体７が貫通する貫通孔１７ａが形成されている。貫通孔１７ａは、横型炉３の外周面の
形状に対応する形状に形成されており、横型炉本体７と後壁１７との間から気体が漏れる
ことは、抑制されている。
【００３７】
　前壁１８は、４つの支柱１０のうちの前側の２つの支柱１０の間に配置されており、横
型炉３の前部９を前側から覆っている。前壁１８は、左右一対の固定壁１８ａＬ，１８ａ
Ｒと、左右一対の可動壁１８ｂＬ，１８ｂＲと、を有している。左側の固定壁１８ａＬは
、左前側の支柱１０に固定され、右側に向けて延びている。右側の固定壁１８ａＲは、右
前側の支柱１０に固定され、左側に向けて延びている。これら左右一対の固定壁１８ａＬ
，１８ａＲに隣接して、左右一対の可動壁１８ｂＬ，１８ｂＲが配置されている。
【００３８】
　可動壁１８ｂＬ，１８ｂＲは、固定壁１８ａＬ，１８ａＲに対して左右に変位すること
で、収容室５の扉として機能するように構成されている。各可動壁１８ｂＬ，１８ｂＲは
、開口部７ａに向かい合った閉位置Ｐ３と、左右方向における閉位置Ｐ３の外側の位置で
あって開口部７ａを収容室５の前方に開放させるための開位置Ｐ４と、の間を変位可能に
構成されている。閉位置Ｐ３における一対の可動壁１８ｂＬ，１８ｂＲは、一対の固定壁
１８ａＬ，１８ａＲと協働して、横型炉３の前部９を前側から覆っている。一方、開位置
Ｐ４における一対の可動壁１８ｂＬ，１８ｂＲは、対応する固定壁１８ａＬ，１８ａＲと
前後に重なるように配置され、横型炉３のドア２を前方に露呈させる。可動壁１８ｂＬ，
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１８ｂＲは、電動モータなどを含む駆動装置１９によって、開閉動作される。
【００３９】
　上記の構成により、底壁１３、天壁１４、左右一対の側壁１５，１６、後壁１７、およ
び、前壁１８は、協働して直方体状の箱部分を形成している。これら底壁１３、天壁１４
、左右一対の側壁１５，１６、後壁１７、および、前壁１８によって、横型炉３の前部９
の周囲が取り囲まれている。上記の構成を有する外郭部１１内に、スカベンジャー部１２
が配置されている。
【００４０】
　スカベンジャー部１２は、横型炉３の開口部７ａの周囲を取り囲むとともに、開口部７
ａの周囲に気流Ｆ１を発生させるために設けられている。スカベンジャー部１２は、本実
施形態では、横型炉３の長手方向である前後方向に沿って延びる空間を形成している、ま
た、スカベンジャー部１２は、左右方向における収容室５の中間部で且つ上下方向におけ
る収容室５の中間部に配置されている。
【００４１】
　本実施形態では、スカベンジャー部１２は、開口部７ａの右側方からスカベンジャー部
１２内に冷却用ガス（本実施形態では、空気）を導入し、開口部７ａの周囲を通過させた
後、冷却用ガスを開口部７ａの左側方からスカベンジャー部１２の外部に排出するように
構成されている。これにより、開口部７ａの周囲が過熱することを抑制している。また、
ドア２が開いたときなどに横型炉３内のガスが開口部７ａから収容室５の外部に不用意に
漏れることを抑制している。
【００４２】
　スカベンジャー部１２は、底壁２３と、天壁２４と、左右一対の側壁２５，２６と、後
壁１７と、前壁１８と、を有している。すなわち、スカベンジャー部１２の一部としての
前壁１８および後壁１７は、収容室５の一部としての前壁１８および後壁１７によって形
成されている。
【００４３】
　底壁２３、天壁２４、左側壁２５、および、右側壁２６は、矩形状の金属板などのパネ
ル状部材を用いて形成されている。底壁２３の前部は、たとえば、前壁１８の左右一対の
固定壁１８ａＬ，１８ａＲに固定されている。また、底壁２３の後部は、後壁１７に固定
されている。この底壁２３は、横型炉３の前部９を下側から覆っている。また、天壁２４
の前部は、たとえば、前壁１８の左右一対の固定壁１８ａＬ，１８ａＲに固定されている
。また、天壁２４の後部は、後壁１７に固定されている。天壁２４は、横型炉３の前部９
を上側から覆っている。これら底壁２３および天壁２４は、収容室５の底壁１３および天
壁１４に上下に挟まれるように配置されている。
【００４４】
　また、左側の側壁２５の前部は、たとえば、前壁１８の固定壁１８ａＬに固定されてい
る。また、左側の側壁２５の後部は、後壁１７に固定されている。左側壁１５は、横型炉
３の前部９を左側から覆っている。
【００４５】
　右側の側壁２６は、側壁本体２７と、側壁本体２７に対して着脱可能な支持部材２８と
、を有している。
【００４６】
　側壁本体２７および支持部材２８は、矩形状に形成されている。側壁本体２７の前部は
、たとえば、前壁１８の右側の固定壁１８ａＲに固定されている。また、側壁本体２７の
後部は、後壁１７に固定されている。側壁本体２７の前寄り部分には、貫通孔２７ａが形
成されている。貫通孔２７ａは、矩形状に形成された貫通孔である。
【００４７】
　貫通孔２７ａの上端部は、横型炉本体７の上端部の近傍に位置している。また、貫通孔
２７ａの下端部は、横型炉本体７の下端部の近傍に位置している。また、前後方向におい
て、貫通孔２７ａの長さは、側壁本体２７の長さの半分以下程度に設定されている。この
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貫通孔２７ａの大部分は、支持部材２８によって塞がれている。
【００４８】
　支持部材２８は、開閉機構６を支持するために、より具体的には、開閉機構６の後述す
るリンク機構３５および直動アクチュエータ３４を一括して支持するために設けられてい
る。支持部材２８の外周部は、たとえば、ねじなどの固定部材を用いて、側壁本体２７に
おける貫通孔２７ａの外周縁部に固定されている。支持部材２８は、横型炉本体７の開口
部７ａおよびドア２と左右に向かい合うように配置されている。支持部材２８は、側壁本
体２７の外側面に接触している。この構成により、作業員は、支持部材２８を、スカベン
ジャー部１２の外側の比較的広い空間においてスカベンジャー部１２に取り付けることが
できる。
【００４９】
　上記の構成により、右側壁２６は、横型炉３の前部９を右側から覆っている。これら左
右一対の側壁２５，２６は、外郭部１１の左右一対の側壁１５，１６に左右に挟まれるよ
うに配置されている。また、底壁２３、天壁２４、および、左右一対の側壁２５，２６は
、前後方向と直交する断面において、全体として矩形状に形成されている。すなわち、外
郭部１１の内部において、スカベンジャー部１２は、前壁１８と後壁１７との間に、底壁
２３、天壁２４、および、左右一対の側壁２５，２６で囲まれた直方体状の空間を形成し
ている。この空間に、横型炉３の前部９が収容されている。
【００５０】
　スカベンジャー部１２の左右一対の側壁２５，２６には、冷却用開口部８が形成されて
いる。冷却用開口部８は、スカベンジャー部１２内に冷却用ガスを通過させるため（気流
Ｆ１を発生させるため）に設けられている。本実施形態では、冷却用開口部８に、開閉機
構６の少なくとも一部が配置されている。
【００５１】
　冷却用開口部８は、気流Ｆ１の向きの成分が、左右方向、上下方向、および、前後方向
の少なくとも一つを含むように構成されている。本実施形態では、冷却用開口部８は気流
Ｆ１が、左右方向に沿って流れるとともに、上下方向に沿って流れ、さらに、前後方向に
も沿って流れるように構成されている。これにより、冷却用開口部８は、スカベンジャー
部１２内におけるガスの滞留を抑制し、スカベンジャー部１２内の温度をより確実に低下
させる。また、横型炉３からスカベンジャー部１２内に放出されたガスをより確実に回収
することが意図されている。
【００５２】
　図１～図３および図６を参照して、冷却用開口部８は、冷却用ガスをスカベンジャー部
１２内に導入するための導入部３１と、冷却用ガスをスカベンジャー部１２内から排出す
るための排出部３２と、を有している。
【００５３】
　導入部３１は、本実施形態では、スカベンジャー部１２の右側壁２６に形成されている
。より具体的には、導入部３１は、右側壁２６の支持部材２８に形成されている。導入部
３１は、支持部材２８を貫通する孔部として形成されている。導入部３１は、支持部材２
８の前下側に形成されている。上下方向において、導入部３１の位置は、ドア２の下部寄
りの部分の位置と揃えられている。この場合のドア２の下部とは、上下方向において、ド
ア２の中心部２ａの位置よりも下側の部分をいう。
【００５４】
　また、前後方向において、導入部３１の位置は、閉位置Ｐ１にあるドア２の前方の位置
に設定されている。導入部３１は、本実施形態では、前後方向に細長い矩形状に形成され
ている。このように、側壁本体２７から取外し可能で且つ側壁本体２７の形状よりも小さ
い形状の支持部材２８に導入部３１を形成することで、導入部３１を形成する作業を、よ
り容易に行うことができる。
【００５５】
　本実施形態では、上下方向における導入部３１の長さは、前後方向における導入部３１
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の半分程度に設定されている。導入部３１には、たとえば、送風ファン２９によって、収
容室５の外郭部１１のうちスカベンジャー部１２の右外側を流れる冷却用ガスが、スカベ
ンジャー部１２内に導入される。導入部３１とは上下方向の位置、前後方向の位置、およ
び、左右方向の位置の少なくとも１つ（本実施形態では、３つとも）が異なるようにして
、排出部３２が配置されている。
【００５６】
　排出部３２は、スカベンジャー部１２内を通過した冷却用ガスをスカベンジャー部１２
の外部へ排出するために設けられている。排出部３２は、左側壁２５に接続されたダクト
として形成されている。排出部３２は、前後方向において、導入部３１の後方に配置され
ている。排出部３２は、左側壁２５の後上側に形成されている。上下方向において、排出
部３２の位置は、ドア２の上部寄りの部分の位置と揃えられている。この場合のドア２の
上部とは、上下方向において、ドア２の中心部２ａの位置よりも上側の部分をいう。また
、前後方向において、排出部３２の位置は、横型炉本体７の中間部の位置に設定されてい
る。このように、導入部３１と排出部３２とは、ドア２を挟むようにして離隔して配置さ
れ、且つ、前後方向（横型炉３の長手方向）において、離隔して配置されている。
【００５７】
　排出部３２には、たとえば、図示しない配管が接続されている。排出部３２および配管
は、吸引ファン３０によって負圧が生じており、スカベンジャー部１２内を流れた冷却用
ガスは、排出部３２を通して配管に吸引され、フィルタなどを通して大気に放出される。
【００５８】
　上記の構成により、冷却用ガスは、導入部３１からスカベンジャー部１２内に進入し、
気流Ｆ１を生じながら、ドア２および開口部７ａの周囲を通過し、その後、左後上方に進
み、排出部３２からスカベンジャー部１２の外部に排出される。このスカベンジャー部１
２に、開閉機構６が設置されている。
【００５９】
　図１、図２および図４～図６を参照して、開閉機構６は、ドア２を開閉動作させるため
に設けられている。前述したように、開閉機構６の少なくとも一部は、冷却用開口部８の
導入部３１内に配置されている。また、本実施形態では、開閉機構６の略全部に気流Ｆ１
が当たるように構成されている。開閉機構６は、本実施形態では、スカベンジャー部１２
内の右側領域、および、スカベンジャー部１２の右外側に配置されている。
【００６０】
　開閉機構６は、ステーユニット３３と、直動アクチュエータ３４と、リンク機構３５と
、を有している。
【００６１】
　ステーユニット３３は、直動アクチュエータ３４およびリンク機構３５を支持するため
に設けられている。ステーユニット３３は、支持部材２８に隣接して配置されており、こ
の支持部材２８に固定されている。ステーユニット３３は、支持部材２８の右方および左
方に延びている。また、ステーユニット３３は、冷却用開口部８の導入部３１に隣接して
配置されている。
【００６２】
　ステーユニット３３は、第１ステー部３６と、第２ステー部３７と、を有している。
【００６３】
　第１ステー部３６は、リンク機構３５の後述するリンク部材４５を支持するために設け
られている。第１ステー部３６は、スカベンジャー部１２内に配置されている。第１ステ
ー部３６は、後述する第１軸線Ｓ１回りに揺動可能にリンク部材４５を支持し、支持部材
２８に保持されている。第１ステー部３６は、ベースプレート３６ａと、上下一対の第１
延伸部３６ｂと、を有している。
【００６４】
　ベースプレート３６ａは、たとえば、略矩形の平板状に形成されている。ベースプレー
ト３６ａは、支持部材２８のうちスカベンジャー部１２の内側を向く内側面に受けられて



(10) JP 2019-96894 A 2019.6.20

10

20

30

40

50

おり、ねじ部材などの固定部材３６ｃを用いて、支持部材２８に保持（固定）されている
。より具体的には、ベースプレート３６ａには、上下方向に延びる長孔部３６ｄがベース
プレート３６ａの四隅に形成されている。各長孔部３６ｄは、固定部材３６ｃに貫通され
ている。固定部材３６ｃによるベースプレート３６ａと支持部材２８の互いの固定が解除
されている状態において、固定部材３６ｃに対するベースプレート３６ａの位置を調整す
ることで、上下方向における第１ステー部３６の位置を調整することができる。
【００６５】
　ベースプレート３６ａの上部および下部から、第１延伸部３６ｂが延びている。各第１
延伸部３６ｂは、水平に延びる板状に形成されており、ベースプレート３６ａから左前方
に向けて延びる形状に形成されている。前後方向において、第１延伸部３６ｂの前端部は
、ベースプレート３６ａの前端部の前方に配置されている。第１ステー部３６の右方に、
第２ステー部３７が配置されている。
【００６６】
　第２ステー部３７は、リンク機構３５の後述する直動アクチュエータ３４を支持するた
めに設けられている。第２ステー部３７は、スカベンジャー部１２の右外側において、外
郭部１１内に配置されている。第２ステー部３７は、後述する第３軸線Ｓ３回りに揺動可
能に直動アクチュエータ３４を支持し支持部材２８に保持されている。第２ステー部３７
の位置は、第１ステー部３６の位置よりも低く設定されている。第２ステー部３７は、ベ
ースプレート３７ａと、上下一対の第２延伸部３７ｂと、を有している。
【００６７】
　ベースプレート３７ａは、たとえば、略矩形の平板状に形成されている。本実施形態で
は、ベースプレート３６，３７のベースプレート３６ａ，３７ａは、前後方向の位置が揃
えられている。ベースプレート３７ａは、支持部材２８のうちスカベンジャー部１２の外
側を向く外側面に受けられており、ねじ部材などの固定部材３７ｃを用いて、支持部材２
８に保持（固定）されている。より具体的には、ベースプレート３７ａには、上下方向に
延びる長孔部３７ｄがベースプレート３７の四隅に形成されている。各長孔部３７ｄは、
固定部材３７ｃに貫通されている。固定部材３７ｃによるベースプレート３７ａと支持部
材２８の互いの固定が解除されている状態において、固定部材３７ｃに対するベースプレ
ート３７ａの位置を調整することで、上下方向における第２ステー部３７の位置を調整す
ることができる。
【００６８】
　ベースプレート３７ａの上部および下部から、第２延伸部３７ｂが延びている。各第２
延伸部３７ｂは、水平に延びる板状に形成されており、ベースプレート３７ａから右前方
に向けて延びる形状に形成されている。前後方向において、第２延伸部３７ｂの前端部は
、ベースプレート３７ａの前端部の前方に配置されている。上記の構成を有するステーユ
ニット３３によって、開閉機構６（直動アクチュエータ３４およびリンク機構３５）が支
持されている。
【００６９】
　直動アクチュエータ３４は、ドア２を開閉する駆動力を発生するためのアクチュエータ
として設けられている。直動アクチュエータ３４は、たとえば、流体圧シリンダである。
流体圧シリンダとして、空気圧シリンダ、および、油圧シリンダを例示することができる
。直動アクチュエータ３４は、本実施形態では、水平に配置されている。
【００７０】
　また、直動アクチュエータ３４は、冷却用開口部８の導入部３１を貫通するように配置
されている。すなわち、直動アクチュエータ３４は、収容室５内において、スカベンジャ
ー部１２の外部と内部にまたがって配置されている。また、直動アクチュエータ３４の高
さ位置（上下方向の位置）は、ドア２の中心部２ａの高さ位置よりも低く設定されている
。これにより、横型炉３内のガスが開口部７ａからスカベンジャー部１２内において横型
炉３の外部に流れたときに、高温のガスの対流が直動アクチュエータ３４に到達すること
を抑制できる。
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【００７１】
　直動アクチュエータ３４は、固定部３８と、固定部３８に支持された出力部３９と、出
力部３９の先端に固定されたアタッチメント４０と、を有している。本実施形態では、固
定部３８は、シリンダ部によって形成され、出力部３９は、シリンダ部から突出するロッ
ドによって形成されている。なお、固定部３８がロッドによって形成され、出力部３９が
シリンダ部によって形成されてもよい。
【００７２】
　固定部３８は、前述したように、シリンダ部によって形成されており、細長い円柱状に
形成されている。固定部３８は、図示しないポンプなどに接続されており、ポンプの動作
によって生じた流体圧を受けるように構成されている。固定部３８は、外郭部１１内にお
いて、スカベンジャー部１２の外部に配置されている。固定部３８は、導入部３１と左右
方向に向かい合うように配置されている。
【００７３】
　固定部３８の外周部のたとえば一端部には、鉛直方向に延びる第３支軸４３が設けられ
ている。第３支軸４３は、固定部３８のたとえば上端部および下端部に形成されており、
第２ステー部３７の第２延伸部３７ｂに向けて延びている。各第３支軸４３は、第２延伸
部３７ｂの先端部に形成された孔部に嵌合されている。これにより、固定部３８（直動ア
クチュエータ３４）は、スカベンジャー部１２に対して、当該第３支軸４３の軸線として
の第３軸線Ｓ３回りを揺動可能である。
【００７４】
　第３軸線Ｓ３は、後述する第１軸線Ｓ１および第２軸線Ｓ２の双方と平行である。また
、固定部３８は、第３支軸４３を介して第２ステー部３７に支持されている。すなわち、
第２ステー部３７は、直動アクチュエータ３４を第３軸線Ｓ３回りに揺動可能に支持し且
つ支持部材２８に支持されている。これにより、直動アクチュエータ３４は、スカベンジ
ャー部１２の右側壁１６の支持部材２８に支持されている。固定部３８の一端部から、出
力部３９が突出している。
【００７５】
　出力部３９は、前述したように、ロッドによって形成されており、上記の流体圧を受け
て固定部３８に対する直線運動を行うように構成されている。出力部３９は、固定部３８
によって当該固定部３８に対する固定部３８の直線運動が可能に構成されている。出力部
３９は、スカベンジャー部１２の外部に配置された固定部３８から冷却用開口部８の導入
部３１を貫通してスカベンジャー部１２内に向けて延びるように配置されている。出力部
３９の先端部は、雄ねじ部を含んでいる。出力部３９の先端部には、アタッチメント４０
が取り付けられている。
【００７６】
　アタッチメント４０は、出力部３９をリンク機構３５に取り付けるために設けられてい
る。アタッチメント４０は、棒状に形成されている。アタッチメント４０の基端側部分に
は、雌ねじ部が形成されている。この雌ねじ部の後述するリンク部材４５には、出力部３
９の先端部の雄ねじ部がねじ結合している。これにより、アタッチメント４０は、出力部
３９に対する位置調整可能に出力部３９に固定されている。また、出力部３９の先端部に
は、ロックナット４４がねじ結合しており、出力部３９とアタッチメント４０とを互いに
固定している。アタッチメント４０の先端部は、Ｕ字状に形成されており、リンク部材４
５の後述する入力側アーム部４６を挟むように配置されている。アタッチメント４０の先
端部には、連結部４０ａが形成されている。
【００７７】
　連結部４０ａは、リンク機構３５の後述する第２支軸４２が連結される部分として設け
られている。本実施形態では、連結部４０ａは、アタッチメント４０を上下に貫通する貫
通孔部として形成されている。連結部４０ａは、スカベンジャー部１２内とスカベンジャ
ー部１２外との間を移動可能に配置されている。上記の構成を有する直動アクチュエータ
３４は、リンク機構３５に接続されている。
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【００７８】
　リンク機構３５は、直動アクチュエータ３４の出力部３９とドア２とを連結するために
設けられている。より具体的には、リンク機構３５は、直動アクチュエータ３４の出力部
３９の直線運動を、ドア２を開閉するための揺動運動に変換するために設けられている。
また、本実施形態では、リンク機構３５は、スカベンジャー部１２の下部寄りに配置され
た直動アクチュエータ３４からの出力を、直動アクチュエータ３４の位置よりも上方の位
置においてドア２に伝達するように構成されている。このリンク機構３５は、ステーユニ
ット３３を介してスカベンジャー部１２の右側壁２６の支持部材２８に支持されている。
【００７９】
　リンク機構３５は、リンク部材４５と、第１支軸４１と、第２支軸４２と、第３支軸４
３と、リンク部材４５をドア２に結合する結合部４９と、を有している。
【００８０】
　すなわち、第３支軸４３は、直動アクチュエータ３４の一部であるとともに、リンク機
構３５の一部でもある。そして、本実施形態では、第１支軸４１の中心軸線は第１軸線Ｓ
１であり、第２支軸４２の中心軸線は第２軸線Ｓ２であり、第３支軸４３の中心軸線は第
３軸線Ｓ３である。リンク機構３５は、直動アクチュエータ３４の出力部３９の直線運動
を、鉛直方向に延びる第１軸線Ｓ１回りの揺動運動に変換しこの揺動運動をドア２に伝達
する。
【００８１】
　リンク部材４５は、ドア２と第１軸線Ｓ１回りに一体的に揺動可能に構成されている。
リンク部材４５は、平面視でたとえば、略Ｌ字状に形成された部分である。リンク部材４
５は、第１支軸４１を介して第１ステー部３６に支持されており、第１軸線Ｓ１回りを揺
動可能である。リンク部材４５は、支持部材２８の近傍に配置されており、残りの一部は
、外郭部１１内においてスカベンジャー部１２の外部に配置されている。リンク部材４５
の大部分は、スカベンジャー部１２内に配置されている。リンク部材４５は、開口部８の
導入部３１に隣接する部分から上方に延びている。
【００８２】
　リンク部材４５は、入力側アーム部４６と、中間軸部４７と、出力側アーム部４８と、
を有している。
【００８３】
　入力側アーム部４６は、リンク部材４５において直動アクチュエータ３４の出力部３９
からの駆動力が入力される板状部分として設けられている。入力側アーム部４６は、略水
平に延びるアーム状に形成されている。入力側アーム部４６は、冷却用開口部８の導入部
３１の周囲に配置されており、第１軸線Ｓ１回りのリンク部材４５の揺動に伴って、スカ
ベンジャー部１２から導入部３１を通ってスカベンジャー部１２の外部に突出するように
変位する。
【００８４】
　入力側アーム部４６の先端部は、直動アクチュエータ３４側に向けて膨らんだ形状に形
成されており、この先端部に、第２支軸４２が設けられている。第２支軸４２は、鉛直方
向に延びる軸部である。第２支軸４２は、直動アクチュエータ３４のアタッチメント４０
に連結されている。
【００８５】
　なお、第２支軸４２は、入力側アーム部４６およびアタッチメント４０の双方と相対回
転可能であってもよいし、入力側アーム部４６およびアタッチメント４０の何れか一方の
みと相対回転可能であってもよい。上記の構成により、リンク部材４５は、第２軸線Ｓ２
回りを直動アクチュエータ３４の出力部３９と相対回転可能に出力部３９に連結されてい
る。入力側アーム部４６の基端部は、第１支軸４１に連結されている。
【００８６】
　第１支軸４１は、鉛直方向に延びる軸部である。第１支軸４１は、第１ステー部３６の
上下一対の第１延伸部３６ｂによって上下両端部を支持された構成を有しているとともに
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、第１延伸部３６ｂから抜けることを規制されるように構成されている。第１支軸４１は
、第１延伸部３６ｂの先端部に配置されている。第１支軸４１の下部は、入力側アーム部
４６を貫通しており、この入力側アーム部４６に連結されている。また、入力側アーム部
４６の基端部は、中間軸部４７に固定されている。
【００８７】
　中間軸部４７は、鉛直方向に延びる円筒状部分であり、第１ステー部３６の上下一対の
第１延伸部３６ｂの間に配置されている。中間軸部４７に第１支軸４１が挿入されており
、中間軸部４７は、第１支軸４１を取り囲んでいる。中間軸部４７の上端部に、出力側ア
ーム部４８が固定されている。
【００８８】
　出力側アーム部４８は、リンク部材４５のうち直動アクチュエータ３４の出力部３９か
らの駆動力をドア２側へ出力する部分として設けられている。出力側アーム部４８は、略
水平に延びるアーム状に形成されている。出力側アーム部４８は、スカベンジャー部１２
内において、冷却用開口部８の導入部３１の上方に配置されている。出力側アーム部４８
は、中間軸部４７からドア２の中心部２ａに向けて延びている。
【００８９】
　出力側アーム部４８は、上部４８ａと、下部４８ｂと、を有している。
【００９０】
　上部４８ａは、扁平な板状に形成されている。上部４８ａの基端部は、第１ステー部３
６の上側の第１延伸部３６ｂと、中間軸部４７との間に配置されており、第１支軸４１に
貫通されている。なお、上部４８ａ、中間軸部４７、および、入力側アーム部４６は、第
１支軸４１と第１軸線Ｓ１回りを一体に回転してもよいし、第１支軸４１とは第１軸線Ｓ
１回りに相対回転可能であってもよい。上部４８ａの下面に下部４８ｂが固定されている
。
【００９１】
　下部４８ｂは、縦向きに配置された細長い板状部分として設けられている。下部４８ｂ
は、第１支軸４１から離隔する方向に直線状に延びている。下部４８ｂは、結合部４９に
固定されている。すなわち、リンク機構３５の出力側アーム部４８は、結合部４９を介し
てドア２に固定されている。結合部４９は、リンク部材４５に対するドア２の位置調整を
可能な態様でドア２とリンク部材４５とを結合するために設けられている。
【００９２】
　図１、図２および図４を参照して、結合部４９は、アーム側結合部５１と、中間部５２
と、ドア側結合部５３と、を有している。
【００９３】
　アーム側結合部５１は、出力側アーム部４８の下部４８ｂと平行に延びる縦向きの板状
に形成されている。アーム側結合部５１は、下部４８ｂの前方に配置されている。アーム
側結合部５１には、アーム側結合部５１の長手方向に延びる長孔部５１ａが形成されてい
る。この長孔部５１ａを貫通するねじなどの固定部材４８ｄによって、出力側アーム部４
８と結合部４９とが結合されている。アーム側結合部５１は、固定部材４８ｄによるアー
ム側結合部５１と下部４８ｂとの固定が解除された状態において、出力側アーム部４８の
長手方向における結合部４９とリンク部材４５（ドア２）との相対位置を調整可能である
。アーム側結合部５１は、当該アーム側結合部５１の長手方向に沿って延びる中間部５２
の基端側部分に固定されている。この中間部５２の先端側部分には、ドア側結合部５３が
固定されている。
【００９４】
　ドア側結合部５３は、縦向きに配置された板状部分として形成されている。ドア側結合
部５３のたとえば上部と下部には、上下に延びる長孔部５３ａ，５３ｂが形成されている
。各長孔部５３ａ，５３ｂには、雄ねじなどの固定部材５３ｃが貫通している。この固定
部材５３ｃは、ドア側結合部５３とドア２とを互いに固定している。固定部材５３ｃによ
るドア側結合部５３とドア２との固定が解除されている状態において、上下方向における
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結合部４９（リンク部材４５）とドア２との相対位置を調整可能である。
【００９５】
　また、開閉機構６に関連して、ストッパ部５５が設けられている。ストッパ部５５は、
ドア２が横型炉３の開口部７ａ側に過度に変位することを規制するために設けられている
。ストッパ部５５は、たとえば、ドア２が閉位置Ｐ１にあるときに出力側アーム部４８の
下部４８ｂに接触するように配置されている。ストッパ部５５は、たとえば、ボルトを用
いて形成されており、当該ストッパ部５５の先端部が、出力側アーム部４８に接触する部
分である。ストッパ部５５は、ブラケット５６を介して第１ステー部３６に固定されてい
る。
【００９６】
　以上が、熱処理装置１の概略構成である。上記の構成を有する熱処理装置１において、
被処理物１００に熱処理を施すために被処理物１００が横型炉３に出し入れされる際、ま
ず、可動壁１８ｂＬ，１８ｂＲが閉位置Ｐ３から開位置Ｐ４へ変位し、スカベンジャー部
１２が前方に開放される。そして、直動アクチュエータ３４は、出力部３９を、固定部３
８側に向けて直線変位させる。これにより、熱処理装置１における動作の一例を説明する
ための図である図７に示すように、直動アクチュエータ３４は、出力部３９を変位させる
ことで、リンク部材４５の入力側アーム部４６を固定部３８側に引き寄せ、リンク部材４
５を第１軸線Ｓ１回りに揺動させる。
【００９７】
　このとき、入力側アーム部４６の先端部は、冷却用開口部８の導入部３１を通ってスカ
ベンジャー部１２の内部からスカベンジャー部１２の外部へ変位する。また、出力側アー
ム部４８は、結合部４９とともにドア２を第１軸線Ｓ１回りに変位させ、ドア２を開位置
Ｐ２まで変位させる。これにより、横型炉３の開口部７ａが露呈する。よって、被処理物
１００を横型炉３に出し入れすることができる。この際、直動アクチュエータ３４は、リ
ンク部材４５の入力側アーム部４６とは第２軸線Ｓ２回りを相対回転し、且つ、第２ステ
ー部３７（支持部材２８）とは第３軸線Ｓ３回りを相対回転する。
【００９８】
　この際、収容室５の前壁１８の可動壁１８ｂＬ，１８ｂＲは、開位置Ｐ４に変位してい
るので、ドア２の一部が収容室５の外部に突出する動作を妨げずに済む。
【００９９】
　ドア２が閉じられる際、直動アクチュエータ３４は、出力部３９を、固定部３８から突
出する方向に向けて直線変位させる。これにより、出力部３９は、リンク部材４５の入力
側アーム部４６をスカベンジャー部１２側に揺動させることで、リンク部材４５を第１軸
線Ｓ１回りに変位させる。このとき、入力側アーム部４６の先端部は、冷却用開口部８の
導入部３１を通ってスカベンジャー部１２の外部からスカベンジャー部１２の内部へ変位
する。
【０１００】
　また、出力側アーム部４８は、結合部４９とともにドア２を第１軸線Ｓ１回りに変位さ
せ、図１に示すようにドア２を閉位置Ｐ１まで変位させる。これにより、横型炉３の開口
部７ａがドア２によって塞がれる。この際、直動アクチュエータ３４は、リンク部材４５
とは第２軸線Ｓ２回りを相対回転し、且つ、第２ステー部３７（支持部材２８）とは第３
軸線Ｓ３回りを相対回転する。
【０１０１】
　ドア２によって開口部７ａが閉じられた後、収容室５の前壁１８の可動壁１８ｂＬ，１
８ｂＲは、閉位置Ｐ３まで変位される。これにより、収容室５が閉じられる。
【０１０２】
　以上説明したように、熱処理装置１によると、スカベンジャー部１２は、開閉機構６の
直動アクチュエータ３４の出力部３９およびリンク部材４５の入力側アーム部４６が配置
される冷却用開口部８を含んでいる。この構成によると、開閉機構６は、冷却用開口部８
を通過する冷却用ガスに当てられることで冷却される。これにより、開閉機構６が冷却さ
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れる。すなわち、スカベンジャー部１２は、横型炉３内から出てきたガスを排出する機能
に加えて、開閉機構６を冷却する機能も有している。このため、開閉機構６を冷却するた
めの専用の冷却装置を設ける必要がなく、熱処理装置１の構成をより簡素にできる。以上
の次第で、熱処理装置１において、より簡易な構成で、横型炉３のドア２を開閉するため
の開閉機構６を冷却することができる。
【０１０３】
　また、熱処理装置１によると、開閉機構６の直動アクチュエータ３４は、第２ステー部
３７を介してスカベンジャー部１２に支持されている。この構成によると、直動アクチュ
エータ３４を冷却用開口部８の導入部３１の近傍に配置することができる。これにより、
直動アクチュエータ３４を、冷却用ガスによってより確実に冷却することができる。さら
に、スカベンジャー部１２を、直動アクチュエータ３４を支持するために用いることがで
きる。これにより、直動アクチュエータ３４を支持するための構成を簡素にすることがで
きるので、熱処理装置１の構成をより簡素にできる。
【０１０４】
　また、熱処理装置１によると、開閉機構６のリンク機構３５は、スカベンジャー部１２
に支持されている。この構成によると、スカベンジャー部１２を、リンク機構３５の支持
にも用いることができる。これにより、スカベンジャー部１２を支持するための構成を簡
素にすることができるので、熱処理装置１の構成をより簡素にできる。
【０１０５】
　また、熱処理装置１によると、直動アクチュエータ３４は、直線運動可能な出力部３９
を有している。また、リンク機構３５は、ドア２と第１軸線Ｓ１回りに一体的に揺動可能
なリンク部材４５を有している。そして、リンク部材４５は、第２軸線Ｓ２回りを出力部
３９と相対回転可能に出力部３９に連結されている。この構成によると、リンク部材４５
を第１軸線Ｓ１回りに揺動させる簡易な構成で、ドア２を開閉動作することができる。
【０１０６】
　また、熱処理装置１によると、開閉機構６における直動アクチュエータ３４の出力部３
９、および、リンク部材４５の入力側アーム部４６は、少なくとも一時的に冷却用開口部
８のうちの導入部３１内に配置される。この構成によると、スカベンジャー部１２の外部
からスカベンジャー部１２内に導入されたばかりの、より低温の冷却用ガスによって、開
閉機構６をより確実に冷却することができる。
【０１０７】
　また、熱処理装置１によると、冷却用開口部８において、導入部３１と排出部３２とは
、ドア２を挟むように離隔して配置され、且つ、横型炉３の長手方向において、離隔して
配置されている。この構成によると、スカベンジャー部１２内において、横型炉３内のガ
スと混ざった冷却用ガスが導入部３１に逆流することを、より確実に抑制できる。これに
より、開閉機構６が高温になることを、より確実に抑制できる。
【０１０８】
　また、熱処理装置１によると、開閉機構６にリンク機構３５が設けられていることによ
り、直動アクチュエータ３４を、ドア２の位置からより離隔した位置に配置できる。これ
により、直動アクチュエータ３４に横型炉３からの高熱が届くことを抑制できる。よって
、直動アクチュエータ３４へ負荷の低減を通じて開閉機構６の耐久性をより高くできる。
また、機械的な構造であるリンク機構３５であれば、高熱に起因するリンク機構３５の動
作不良をより確実に抑制できる。以上の次第で、熱処理装置１において、横型炉３におけ
る開閉機構６の耐久性をより高くできる。
【０１０９】
　また、熱処理装置１によると、直動アクチュエータ３４の出力部３９の動作に伴って、
リンク部材４５およびドア２が第１軸線Ｓ１回りを揺動する。これにより、ドア２が開閉
動作される。この際、直動アクチュエータ３４自体も第３軸線Ｓ３回りを揺動することで
、出力部３９のスムーズな直線運動を実現できる。
【０１１０】
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　また、熱処理装置１によると、支持部材２８は、リンク機構３５および直動アクチュエ
ータ３４を一括して支持している。この構成によると、開閉機構６（リンク機構３５およ
び直動アクチュエータ３４）、および、支持部材２８をユニットとして形成することがで
きる。これにより、熱処理装置１の組立時において、リンク機構３５および直動アクチュ
エータ３４を別々に取り扱う場合と比べて、リンク機構３５および直動アクチュエータ３
４の取り扱いを、より容易に行うことができる。
【０１１１】
　また、熱処理装置１によると、支持部材２８は、スカベンジャー部１２に設けられてい
る。この構成によると、開口部７ａの周囲に配置されるスカベンジャー部１２を、開閉機
構６（リンク機構３５および直動アクチュエータ３４）を支持するための部材としても用
いることができる。したがって、リンク機構３５および直動アクチュエータ３４を支持す
るための専用の部材を設ける必要がなく、熱処理装置１の構成を、より簡素にできる。
【０１１２】
　また、熱処理装置１によると、支持部材２８から延びる第１ステー部３６、および、支
持部材２８から延びる第２ステー部３７によって、開閉機構６のリンク機構３５および直
動アクチュエータ３４を堅固に支持することができる。また、支持部材２８にリンク部材
４５および直動アクチュエータ３４を直接取り付ける場合と比べて、リンク部材４５およ
び直動アクチュエータ３４のレイアウトの自由度をより高くできる。
【０１１３】
　以上、本発明の実施形態について説明したけれども、本発明は上述の実施の形態に限ら
れない。本発明は、特許請求の範囲に記載した限りにおいて様々な変更が可能である。
【０１１４】
　（１）上述の実施形態では、開閉機構６の直動アクチュエータ３４およびリンク機構３
５がステーユニット３３を介してスカベンジャー部１２に支持される形態を例に説明した
。しかしながら、この通りでなくてもよい。たとえば、直動アクチュエータ３４およびリ
ンク機構３５は、他の構成によって支持されていてもよい。
【０１１５】
　（２）また、上述の実施形態では、導入部３１は、開閉機構６のリンク部材４５の一部
、および、直動アクチュエータ３４の出力部３９の一部を収容可能に構成されていた。し
かしながら、この通りでなくてもよい。たとえば、導入部３１を十分な長さ、幅および高
さを有する胴状に形成し、開閉機構６のより多くの部分（たとえば、開閉機構６の全部）
が導入部３１内に配置されるようにしてもよい。
【０１１６】
　（３）また、上述の実施形態では、開閉機構６が、冷却用開口部８の導入部３１の周囲
に配置される形態を例に説明した。しかしながら、この通りでなくてもよい。たとえば、
開閉機構６は、冷却用開口部８の排出部３２の周囲に配置されてもよい。この場合、開閉
機構６の少なくとも一部は、排出部３２内に配置される。
【０１１７】
　（４）また、上述の実施形態では、リンク機構３５に第２支軸４２、および、第３支軸
４３が設けられる形態を例に説明したけれども、この通りでなくてもよい。たとえば、第
２支軸４２および第３支軸４３に代えて、球面継手などの他の継手が用いられてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１１８】
　本発明は、熱処理装置として、広く適用することができる。
【符号の説明】
【０１１９】
　１　熱処理装置
　２　ドア
　３　横型炉
　６　開閉機構
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　７ａ　開口部
　１２　スカベンジャー部
　２８　支持部材
　３４　直動アクチュエータ
　３５　リンク機構
　３６　第１ステー部
　３７　第２ステー部
　３９　出力部
　４５　リンク部材
　Ｓ１　第１軸線
　Ｓ２　第２軸線
　Ｓ３　第３軸線

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月19日(2019.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横向きに配置された開口部および前記開口部を開閉するためのドアを有する横型炉と、
　前記ドアを開閉動作させるための開閉機構と、
　前記開口部の周囲を取り囲むとともに、前記開口部の周囲に気流を発生させるためのス
カベンジャー部と、を備え、
　前記スカベンジャー部は、前記開口部の周囲に配置された側壁を含み、
　前記開閉機構は、直線運動するように構成された出力部を有し水平に配置された直動ア
クチュエータと、前記出力部の直線運動を鉛直方向に延びる所定の第１軸線回りの揺動運
動に変換しこの揺動運動を前記ドアに伝達するリンク機構と、を含み、
　前記直動アクチュエータは、前記出力部を支持する固定部を含み、
　前記固定部は、前記側壁の外側面側に配置されることで、前記スカベンジャー部の外側
の空間に配置されていることを特徴とする、熱処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の熱処理装置であって、
　前記リンク機構は、前記ドアと前記第１軸線回りに一体的に揺動可能なリンク部材を有
し、
　前記リンク部材は、所定の第２軸線回りを前記出力部と相対回転可能に前記出力部に連
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結され、
　前記直動アクチュエータは、前記第２軸線と平行な所定の第３軸線回りに揺動可能に構
成されていることを特徴とする、熱処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の熱処理装置であって、
　前記リンク機構および前記直動アクチュエータを一括して支持する支持部材をさらに備
えていることを特徴とする、熱処理装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の熱処理装置であって、
　前記支持部材は、前記スカベンジャー部に設けられていることを特徴とする、熱処理装
置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の熱処理装置であって、
　前記リンク機構は、前記ドアと前記第１軸線回りに一体的に揺動可能なリンク部材を有
し、
　前記リンク部材は、所定の第２軸線回りを前記出力部と相対回転可能に前記出力部に連
結され、
　前記直動アクチュエータは、前記第２軸線と平行な所定の第３軸線回りに揺動可能に構
成され、
　前記第１軸線回りに揺動可能に前記リンク部材を支持し前記支持部材に保持される第１
ステー部、および、前記第３軸線回りに揺動可能に前記直動アクチュエータを支持し前記
支持部材に保持される第２ステー部、をさらに備えていることを特徴とする、熱処理装置
。
【請求項６】
　請求項１～請求項５の何れか１項に記載の熱処理装置であって、
　前記リンク機構は、前記ドアと前記第１軸線回りに一体的に揺動可能なリンク部材を有
し、
　前記リンク部材の少なくとも一部は、前記スカベンジャー部の内側の空間に配置され、
　前記側壁には、前記スカベンジャー部の外側から内側へ向けて延びる前記直動アクチュ
エータが通過する貫通孔が形成されていることを特徴とする、熱処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（１）上記課題を解決するために、この発明のある局面に係わる熱処理装置は、横向き
に配置された開口部および前記開口部を開閉するためのドアを有する横型炉と、前記ドア
を開閉動作させるための開閉機構と、前記開口部の周囲を取り囲むとともに、前記開口部
の周囲に気流を発生させるためのスカベンジャー部と、を備え、前記スカベンジャー部は
、前記開口部の周囲に配置された側壁を含み、前記開閉機構は、直線運動するように構成
された出力部を有し水平に配置された直動アクチュエータと、前記出力部の直線運動を鉛
直方向に延びる所定の第１軸線回りの揺動運動に変換しこの揺動運動を前記ドアに伝達す
るリンク機構と、を含み、前記直動アクチュエータは、前記出力部を支持する固定部を含
み、前記固定部は、前記側壁の外側面側に配置されることで、前記スカベンジャー部の外
側の空間に配置されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１４】
　（４）より好ましくは、前記支持部材は、前記スカベンジャー部に設けられている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　この構成によると、支持部材から延びる第１ステー部、および、支持部材から延びる第
２ステー部によって、リンク機構および直動アクチュエータを堅固に支持することができ
る。また、支持部材にリンク部材および直動アクチュエータを直接取り付ける場合と比べ
て、リンク部材および直動アクチュエータのレイアウトの自由度をより高くできる。
　（６）好ましくは、前記リンク機構は、前記ドアと前記第１軸線回りに一体的に揺動可
能なリンク部材を有し、前記リンク部材の少なくとも一部は、前記スカベンジャー部の内
側の空間に配置され、前記側壁には、前記スカベンジャー部の外側から内側へ向けて延び
る前記直動アクチュエータが通過する貫通孔が形成されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　ベースプレート３７ａは、たとえば、略矩形の平板状に形成されている。本実施形態で
は、ステー部３６，３７のベースプレート３６ａ，３７ａは、前後方向の位置が揃えられ
ている。ベースプレート３７ａは、支持部材２８のうちスカベンジャー部１２の外側を向
く外側面に受けられており、ねじ部材などの固定部材３７ｃを用いて、支持部材２８に保
持（固定）されている。より具体的には、ベースプレート３７ａには、上下方向に延びる
長孔部３７ｄがベースプレート３７ａの四隅に形成されている。各長孔部３７ｄは、固定
部材３７ｃに貫通されている。固定部材３７ｃによるベースプレート３７ａと支持部材２
８の互いの固定が解除されている状態において、固定部材３７ｃに対するベースプレート
３７ａの位置を調整することで、上下方向における第２ステー部３７の位置を調整するこ
とができる。
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